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日
本
の
経
済
は
、
長
年
続
く
デ
フ
レ
と

歴
史
的
な
円
高
で
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で

誕
生
し
た
安
倍
政
権
は
、
こ
の
状
況
を
脱

却
す
る
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
を
進
め
、

現
在
円
安
に
よ
り
一
定
の
経
済
回
復
は
見

ら
れ
た
も
の
の
未
だ
不
安
定
な
状
況
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
総
額
は
、７
年

ぶ
り
の
減
額
予
算
と
な
る
92
兆
６
，１
１
５

億
円
程
度
と
し
、
新
規
国
債
発
行
額
を
平

成
24
年
度
予
算
よ
り
約
１
兆
３
，９
３
０

億
円
少
な
い
、
42
兆
８
，５
１
０
億
円
に

抑
え
る
な
ど
、
財
政
規
律
に
配
慮
し
た
予

算
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

本
年
１
月
に
総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
、

平
成
25
年
度
地
方
財
政
対
策
は
、
地
方
が

安
定
的
に
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
一
般
財
源
総
額
を
平
成
24
年

度
と
同
水
準
で
確
保
す
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
活
保
護
費
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
保
障
関
係
費
の
大
幅
な

自
然
増
が
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
地
方

の
財
政
に
と
っ
て
共
通
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
平
成
25
年
度
以
降

も
続
く
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地
方
財
政

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設

や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
全
国
的
に
進
ん

で
お
り
、
そ
の
整
備
費
用
も
今
後
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
借
入
金
残
高
は
地
方
交
付

税
の
代
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
で
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
地
方
財

政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
地
方
財
政
は
国
の
政

策
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
国
の
状
況
を
注
意
深
く
見
守
り
、
的

確
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

前
段
で
あ
げ
た
と
お
り
、
先
行
き
不
透

明
な
時
代
の
中
、
地
方
自
治
体
と
し
て
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
基
盤
の
強
化
を

図
り
、
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
安
定
的
な
自
主
財
源
の

確
保
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
村
内
産
業

の
活
性
化
を
図
り
、
自
主
財
源
の
比
率
を

高
め
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
を
一
層

推
進
し
、
行
政
と
し
て
事
業
の
妥
当
性
、

効
率
お
よ
び
村
民
の
満
足
度
な
ど
、
総
合

的
な
観
点
か
ら
精
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
が
真
に
担
う
べ
き
事
業
を
選

択
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
集
中
し
て
い
く

堅
実
な
村
政
の
経
営
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

椎
葉
村
の
平
成
25
年
度
当
初
予
算
編
成

は
、「
か
て
～
り
」
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
「
第
５
次
椎
葉
村
長
期
総
合
計
画
」

の
２
年
度
と
な
り
ま
す
。
将
来
像
は
、「
夢・

生
き
が
い
・
幸
せ　

か
て
～
り
の
里
・
椎
葉
」

と
し
、
私
の
４
期
目
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
」
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
柱

と
し
て
５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

一
、
快
適
に
住
め
る
村
づ
く
り

二
、
い
き
い
き
と
働
け
る
村
づ
く
り

三
、
生
涯
み
ん
な
で
学
び
あ
え
る
村
づ
く
り

四
、
健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り

五
、
未
来
に
共
に
歩
め
る
村
づ
く
り

以
上
の
５
本
の
柱
か
ら
な
る
「
む
ら
づ

く
り
の
基
本
姿
勢
」
で
将
来
的
な
課
題

へ
の
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会
計

の
予
算
規
模
は
50
億
７
，７
０
０
万
円
と

な
り
、
平
成
24
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、

８
億
４
千
万
円
、
19
．８
㌫
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
は
、
自
主
自
立
の
精
神
の

も
と
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
地
域

社
会
の
創
造
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、国
の
動
向
、

経
済
の
動
向
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
全
力
を
注
ぎ
、
住
み
よ
い
活
力
あ
る
む

ら
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
度
　

当
初
予
算

３
月
定
例
議
会
で
、
本
年
度
の
予
算
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
予
算
は
、
第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
将
来
像
「
夢
・
生
き
が
い
・
幸
せ　

か

て
～
り
の
里
・
椎
葉
」
な
ら
び
に
「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
」
を
心
が
け
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
予
算
と
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲定例議会（3月12日）での施政方針演説

国
の
予
算
は
？

地
方
財
政
は
？

椎
葉
村
の

　
　
当
初
予
算
編
成
は
？

最
小
の
経
費
で

　
　
最
大
の
効
果
を
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一般会計

前年度比 ８億４,０００万円（１９.８％）増

平成25年度
椎葉村 当初予算 50億7,700万円
平成２５年度がスタートしました。
椎葉村の予算内容をお知らせします。

■歳入（目的別）　　　　　　　　単位：千円

財　源 区　　分 金　額 増減率

自主
32.3%

村 税 436,096 △ 2.9%

繰 入 金 924,450 195.0%

諸 収 入 145,887 △ 21.1%

使 用 料  他 130,359 5.0%

依存
67.7%

地 方 交 付 税 2,050,000 0.0%

国庫･県支出金 680,506 5.3%

村 債 564,000 76.2%

交 付 金  他 145,702 △ 2.6%

歳 入 合 計 5,077,000 19.8%

■歳出（性質別）　　　　　　　　単位：千円

経　費 区　　分 金　額 増減率

義務的
33.1%

人 件 費 849,467 1.2%

扶 助 費 164,660 17.3%

公 債 費 669,341 2.9%

投資的
26.4%

普通建設事業費 1,335,928 52.3%

災害復旧事業費 6,000 0.0%

その他
40.5%

物 件 費 565,317 △ 1.3%

補 助 費 等 528,003 △ 8.1%

繰 出 金  他 958,284 66.5%

歳 出 合 計 5,077,000 19.8%

①

②

③

④

①自主財源とは……村が自主的に収入できる財源（村

民税や固定資産税、各種手数料や財産収入など）

②依存財源とは……国や県から交付される財源（地

方交付税や国県支出金など）

③義務的経費とは……支出が義務づけられ、削減

が極めて困難な経費

④投資的経費とは……支出の効果が資本形成に向

けられ、道路や施設など将来に残るものに支出

される経費

■特別会計予算状況　単位：千円

特別会計名 金　額 増減率

国 民 健 康 保 険 474,639 3.9%

簡 易 水 道 事 業 319,276 524.1%

国 保 病 院 事 業 529,991 △ 4.8%

電 気 事 業 415,354 944.8%

介 護 保 険 事 業 362,932 0.6%

後 期 高 齢 者 医 療 81,989 △ 4.7%

ケーブルネットワーク事業 78,038 28.6%

特別会計合計 2,262,219 40.4%

■一般会計歳出（目的別）　  単位：千円

区　　分
２５年度

当初予算額
２４年度

当初予算額
増減率

議 会 費 69,667 70,009 △ 0.5%

総 務 費 1,079,991 739,558 46.0%

民 生 費 754,178 502,215 50.2%

衛 生 費 485,217 415,813 16.7%

労 働 費 1,022 0 皆増

農林水産業費 690,216 818,691 △ 15.7%

商 工 費 93,127 91,169 2.1%

土 木 費 540,234 453,020 19.3%

消 防 費 77,051 71,072 8.4%

教 育 費 607,956 416,047 46.1%

災 害 復 旧 費 6,000 6,000 0.0%

公 債 費 669,341 650,406 2.9%

予 備 費 3,000 3,000 0.0%

歳出合計 5,077,000 4,237,000 19.8%

　村民一人あたりの予算額（一般会計）
　　一人あたり　　1,596,541円	
　　一世帯あたり　4,007,103円
　　※３月１日現在、住民基本台帳より算出
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平
成
25
年
度
に
取
り
組
む

主
な
事
業
を
第
５
次
椎
葉
村

長
期
総
合
計
画
の
５
つ
の
柱

ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

快
適
に
住
め
る
村
づ
く
り

○
村
営
住
宅
新
築
工
事

・
・
・
５
８
０
０
万
円

　

上
椎
葉
地
区
に
２
棟
の
新
築
、
落

水
団
地
の
改
修
、
上
椎
葉
Ｃ
団
地
の

解
体
を
行
い
ま
す
。

○
地
籍
調
査
事
業・

・
・
７
９
２
５
万
円

　

土
地
の
位
置
や
形
状
、
隣
接
地
と

の
境
界
を
正
確
に
示
め
す
た
め
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

○
小
規
模
水
道
施
設
事
業

・
・
・
２
２
０
０
万
円

　

水
道
未
普
及
地
域
の
施
設
を
建
設

し
ま
す
。

○
村
道
維
持
・
改
良
工
事

・
・
・
３
億
１
０
４
７
万
円

　

村
道
の
維
持
、
舗
装
改
良
に
必
要

な
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
林
道
維
持
・
開
設
・
舗
装
事
業

・
・
・
１
億
９
５
９
４
万
円

　

林
道
の
維
持
、
開
設
舗
装
に
必
要

な
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
防
災
計
画
作
成
業
務

・
・
・
７
０
０
万
円

　

こ
れ
ま
で
の
地
域
防
災
計
画
を
見

直
し
、
現
在
の
椎
葉
村
に
適
し
た
防

災
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

い
き
い
き
と
働
け
る
村
づ
く
り

○
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

　

村
内
で
の
購
買
促
進
を
図
る
た

め
、
お
得
な
商
品
券
の
発
行
を
行
い

ま
す
。

○
九
州
大
相
撲
場
所
観
戦
事
業

・
・
・
１
５
０
万
円

　

村
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
大
相
撲

観
戦
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

○
間
伐
促
進
事
業

・
・
・
８
０
９
万
円

　

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
利
用
間
伐
施
業
を
促
進
す
る
た

め
出
材
積
に
対
し
て
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

○
国
土
保
全
造
林
事
業

・
・
・
２
４
５
３
万
円

　

新
植
、
下
刈
事
業
に
対
す
る
補
助

を
行
い
ま
す
。

○
有
害
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

・
・
・
３
２
０
万
円

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
へ
の
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
獣
害
防
止

の
た
め
の
電
気
柵
設
置
や
防
護
ネ
ッ

ト
設
置
等
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

生
涯
み
ん
な
で
学
び
あ
え
る

村
づ
く
り

○
高
校
生
生
活
支
援
補
助

・
・
・
９
２
４
万
円

　

村
外
で
学
ぶ
高
校
生
の
保
護
者
に

対
し
て
、
月
１
万
円
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

○
椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館
研
究
事
業

・
・
・
２
１
６
万
円

　

村
内
に
伝
わ
る
方
言
を
後
世
に
残

す
た
め
、調
査
し
記
録
を
行
い
ま
す
。

○
生
涯
学
習
推
進
事
業

・
・
・
１
８
０
万
円

　

英
会
話
教
室
、
ヨ
ガ
教
室
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
な
ど
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る　

村
づ
く
り

○
自
殺
対
策
事
業

・
・
・
１
２
９
万
円

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座
等
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

○
高
齢
者
・
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業　
　

・
・
・
１
８
０
万
円

　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
障
が

い
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

○
敬
老
関
連
事
業（
福
祉
ま
つ
り
含
む
）

・
・
・
４
９
３
万
円

　

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
い
記
念
品
な

ど
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
福
祉

ま
つ
り
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

未
来
に
共
に
歩
め
る
村
づ
く
り

○
雇
用
創
出
促
進
事
業・

・
・
９
６
万
円

  

担
い
手
・
後
継
者
の
不
足
す
る
状

況
改
善
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
環
境
整

備
、
さ
ら
に
は
集
落
機
能
の
維
持
を

目
的
と
し
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
飲
料
水
管
理
支
援
事
業

・
・
・
４
１
１
万
円

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
飲
料
水
を
管

理
す
る
た
め
に
支
援
隊
を
派
遣
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
集
落
支
援
道
路
維
持
対
策
事
業

・
・
・
７
０
０
万
円

　

道
路
維
持
管
理
が
困
難
な
地
域
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

福祉保健課からのお知らせ
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税務住民課からのお知らせ

福祉保健課からのお知らせ

【
窓
口
受
付
サ
ー
ビ
ス
っ
て
な
に
？
】

　

窓
口
受
付
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
税
務

住
民
課
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
「
窓

口
受
付
機
」
を
使
っ
て
、
住
民
票
、

戸
籍
・
附
票
証
明
書
や
印
鑑
証
明
書

発
行
の
手
続
き
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
で
す
。
窓
口
受
付
機
は
簡
単
な

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
操
作
で
行
う
こ
と

が
で
き
、
申
請
書
を
記
入
す
る
手
間

が
省
け
て
と
て
も
便
利
で
す
。

☆
交
付
を
受
け
ら
れ
る
証
明
書

○
住
民
票（
本
人
・
同
一
世
帯
の

も
の
）

○
戸
籍
・
附
票
証
明
書

（
本
人
・
同
籍
の
も
の
で
椎
葉

村
本
籍
の
人
）

○
印
鑑
証
明
書（
本
人
の
も
の
）

【
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
は
？
】

　

住
基
カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
）と
は
、
市
区
町
村
が
交
付

す
る
安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
こ
と
で
す
。
住
基
カ
ー
ド
は
、
運

転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
５
０
０
円
で
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
役
場
窓
口
ま
で

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
お
申
し
込
み
時
に
身
分
証

明
書（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）、

印
鑑
登
録
証
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
が
切
り
替
わ
り
ま

し
た
。
被
保
険
者
証
の
色
も
オ
レ
ン
ジ
か
ら
緑
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
古
い
被
保
険

者
証
を
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
、
４
月
中
に
お
住
み
の
地
区
の
組
合
長
に
お
渡
し
い

た
だ
く
か
、
直
接
す
こ
や
か
館
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
近
く
の
役
場
職

員
に
預
け
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
平
成
28
年
７
月
31

日
で
す
。

○
新
し
い
被
保
険
者
証
の
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
に
間

違
い
が
な
い
か
今
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
病
院
を
受
診
さ
れ
る
時
は
、

毎
月
は
じ
め
に
被
保
険
者
証

の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
窓
口
受
付
機
で
の

受
付
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
証
が
切
り
替
わ
り
ま
し
た
！

▲正面玄関を入ってすぐの窓口に設置し
てあります。

閉じてあるとき（緑色）

開いたとき（内側）
■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

ほ
け
ん
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
68
）７
５
１
３

　

無
料
☎
７（
68
）７
５
１
３

被
保
険
者
証
は
、
な
く
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

被保険者情報記載欄 臓器提供意思表示欄
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椎葉村役場 職員配置図村　長 　椎　葉　晃　充

副村長 　黒　木　保　隆 村の新体制を紹介します平成25年度 
（４月１日現在）

課　　名 課　　長 グループ名（業務内容）
グループ長 主幹・副主幹 グループ員

議会事務局
（監査）

　　☎ 67-3209
無料☎ 7-67-0091

事務局長

清田 勇人

議　会（議会運営・監査）

総務課財務グループ兼務
椎葉 富美

総　務　課
（選挙管理委員会）

（公平委員会）
　　☎ 67-3201
無料☎ 7-67-0021

椎葉 勇

行　政（人事・行政区・消防交通・広報・消費者行政・選管・人権）

綾 美智代 黒木 久美子
椎葉 聖哉

中瀬 寿則
岡村 美和
梅北 実利

財　務（財政・住宅・村営バス・財産管理）

松岡 正社 右田 邦子
那須 孝寛
椎葉 竜也
荒竹 潤一

地域振興課
　　☎ 67-3203
無料☎ 7-67-0031
　　　 7-67-0032

椎葉 和博

企画情報（長期総合計画・平家まつり・サポーター・かて～りネット等地域づくり全般）

椎葉　豊 那須 裕樹
黒木 晏夏

商工観光（観光・商工労働・物産流通・各種イベント・国定公園等・農産加工）
雇用対策室長兼務
那須　稔

松岡 謹直
尾前 貴大

雇用対策室（愛郷プロジェクト）

那須 晋太郎

出　納　室
　　☎ 67-3210
無料☎ 7-67-0101

会　計（収入支出に関すること・基金管理）
日隈 浩一

（会計管理者） 尾前 幸子

税務住民課
　　☎ 67-3205
無料☎ 7-67-0051
　　　 7-67-0052

谷川 修二

税　務（税金・国民健康保険税外）

椎葉 恵子 椎山 操（参事） 黒木 誉胤
中瀬 裕樹

地　籍（地籍調査）
黒木 治実 尾前 大地※

住　民（戸籍・住民記録・年金・環境衛生・廃棄物外）
那須 伸二 那須 和志 藏座 ゆき美

農林振興課
（農業委員会）

　　☎ 67-3206
無料☎ 7-67-0061
　　　 7-67-0062

課長兼畜産振興
グループ長

尾前 広史

農業振興（農政・農業委員会・漁協・農業土木）

椎葉 今朝志 那須 力男 椎葉 幸治
松岡 哲寛

畜産振興（畜産・家畜診療）

桑原 資子 熊谷 博道
松岡 陽平

林業振興（林業政策・獣害対策・作業道・特用林産・治山）

甲斐 万寿也 椎葉 豊武
椎葉 智成 那須 彰徳

建　設　課
　　☎ 67-3207
無料☎ 7-67-0071
　　　 7-67-0072

右田 忠仁

施設管理（簡易水道・村営発電所の維持管理）
椎葉 隆文 那須 建 甲斐 顕正

道路管理（村道・林道の維持管理）

那須 暢明 椎葉 貴幸
椎葉 洋介
出口 将史
椎葉 健太

※は平成25年度新規採用職員
太字は4月1日付け異動職員
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小学校・中学校 勤務
学 校 名 給食調理員 学校用務員

椎 葉 小 学 校
（小崎小学校）

藏座 祐子
黒木 加恵
椎葉 美幸

尾 向 小 学 校
甲斐 町子 椎葉 茂子

不土野小学校
大河内小学校 椎葉 廣美
松 尾 小 学 校 甲斐 浩子

椎 葉 中 学 校
（寄宿舎）

廣末 ツユ子
那須 裕美子
右田 世佳
山中 ルリ子
椎葉 藤香

児童館･保育所 勤務
施 設 名 保育士

上 椎 葉 児 童 館
山中 ちどり
甲斐 友梨
野平 夏美※

鹿野遊へき地保育所 那須 智美

向 山 児 童 館 椎葉 ユカリ
椎葉 智子※

不土野へき地保育所 椎葉 祥子
大河内へき地保育所 濵砂 早苗

松 尾 児 童 館 西村 三容子
椎葉 夏妃

教育委員会
　　☎ 67-2850
無料☎ 7-67-0081
　　　 7-67-0082
教育長

甲斐 眞后

山本 直美

学校教育（学校教育・奨学金・寄宿舎）
山本 圭吾

右田 ちいほ（寮）

椎山 今朝子（寮）
甲斐 辰男（寮）
岡村 晃美
椎葉 みお※

県派遣指導主事
山腰 孝幸

社会教育（生涯学習・公民館・PTA・婦人会）

椎葉 清吉 那須 るり子 尾前 義文

福祉保健課
（保健センター）

　　☎ 68-7510
　　　 68-7512
　　　 68-7513
無料☎ 7-68-7510
　　　 7-68-7512
　　　 7-68-7513

保健センター所長
地域包括支援セン
ター所長

那須 秀徳

福　祉（高齢者・母子・父子・児童・障がい者の福祉・災害救助）

椎葉 友和 椎葉 洋平 椎葉 康太郎

健康づくり（健康づくり・予防接種・感染予防・国保病院の運営補助）

山中 千夏 甲斐 ミハル 尾前 裕香
金丸 瑠美

ほけん（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療・地域包括支援センター）

椎葉 邦子 右田 ひづる

中瀬 妙子
右田 和磨
中竹 綾乃
宮崎 卓也※

国民健康保険病院
　　☎ 67-2008
無料☎ 7-67-0001
　　　 7-67-0002
院長

吉持 厳信
副院長

荒武 寛幸
医長

森 隆之

事務長

甲斐 敬敏

管理技術（医事・給食・薬局・検査・リハビリ）

中瀬 育生

医　事 那須 康平※
給食（管理） 椎葉 美郷
薬　局 那須久美子･甲斐 睦宏
検　査 吉田 望
リハビリ 尾川 晴一

看　護（外来・病棟）

看護師長

山本 ヤエ子

外　来
外来主任
椎葉 睦美
山中 伴子・椎葉 京子

椎葉 晴美・椎葉 清美
椎葉 里恵子

病　棟
病棟主任
甲斐 惠子
山中 みすの
那須 文代・安藤 裕子
尾前 玲子

那須 美代子・椎葉 真由美
椎葉 智子・椎葉 美由紀
那須 寿美・椎葉 芽衣子
甲斐 文・荒竹 睦美※

平成２５年３月３１日付退職者（３人）
総　務　課　椎葉 良詔
福祉保健課　椎葉 喜美代
福祉保健課　那須 香代子

【宮崎県庁派遣】副主幹　那須 健司

課　　名 課　　長 グループ名（業務内容）
グループ長 主幹・副主幹 グループ員
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心
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
東
日
本
大
震
災
復
興
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

椎
葉
か
ら
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

　
　

元
気
と
笑
顔
を
届
け
た
い
！

　

椎
葉
村
は
、
１
月
24
日
か
ら
29
日

の
６
日
間
、
宮
城
県
仙
台
市
で
東
日
本

復
興
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
仙
台
市
に

あ
る
藤
崎
百
貨
店
が
行
う
イ
ベ
ン
ト

「
大
九
州
展
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、

椎
葉
神
楽
の
公
演
や
椎
葉
の
特
産
品
販

売
を
し
て
ほ
し
い
と
藤
崎
百
貨
店
か
ら

本
村
に
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
宮
崎
県
の
「
み
や

ざ
き
か
ら
東
日
本
へ
感
謝
を
届
け
る
市

町
村
支
援
事
業
」
の
助
成
を
受
け
実
現

し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
村
内
業

者
３
社
が
物
産
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
25
日
に
は
村
長
も
上
京
の
合
間

を
縫
っ
て
仙
台
入
り
し
、
宮
城
県
庁
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
宮
城
県
庁
で

は
、
平
家
ま
つ
り
で
取
り
組
ん
だ
「
東

日
本
大
震
災
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
椎
葉

猪
鍋
」
と
「
ご
当
地
グ
ル
メ
展
」
の
益

金
約
25
万
円
を
、
震
災
に
よ
る
孤
児
・

遺
児
を
支
援
す
る
「
東
日
本
大
震
災
み

や
ぎ
子
ど
も
育
英
基
金
」
に
寄
付
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ス
鶴
富
姫
の
那
須
忍
さ
ん

と
ミ
ス
観
光
し
い
ば
の
甲
斐
好
貢
さ
ん

が
、
仙
台
市
内
の
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社

５
社
を
訪
問
し
、
大
九
州
展
と
椎
葉
村

の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

▲今回のキャンペーンに参加していただいた向山日添神楽保存会・尾向地区旅館民宿組合・観光レディの皆さん

▲宮城県保健福祉部長の岡部氏
に寄付目録を渡す椎葉村長

▼新聞社で観光ＰＲをしました

▲宮城テレビ放送「ＯＨ！バンデス」に
生出演！観光ＰＲ中！
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１
月
26
日（
土
）、
27
日（
日
）の
２
日

間
に
は
、
大
九
州
展
特
別
展
と
し
て

「
椎
葉
村
東
北
応
援
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

催
し
、
藤
崎
百
貨
店
前
の
ア
ー
ケ
ー
ド

内
で
向
山
日
添
神
楽
保
存
会
の
皆
さ
ん

が
神
楽
公
演
、
尾
向
地
区
旅
館
民
宿
組

合
の
女
将
さ
ん
た
ち
に
よ
る
猪
鍋
の
無

料
振
る
舞
い
、
椎
葉
村
の
観
光
パ
ネ
ル

展
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
２
回
、
計
４
回
行
わ
れ
た
神
楽

公
演
で
は
、
災
い
を
鎮
め
て
そ
の
土
地

の
安
全
や
平
和
を
願
う
と
い
っ
た
意
味

を
持
つ
「
地
割
」
や
４
人
で
剣
を
持
っ

て
舞
い
、
邪
気
を
払
う
と
さ
れ
る
「
か

ん
し
ん
」と
い
っ
た
演
目
が
披
露
さ
れ
、

大
変
寒
い
中
で
し
た
が
保
存
会
の
皆
さ

ん
の
熱
気
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
い
は

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
厄

を
除
く
と
さ
れ
る
「
弓
通
し
」
で
は
、

弓
を
く
ぐ
っ
た
地
元
の
人
た
ち
が
深
く

頭
を
下
げ
、
ま
た
、
手
を
合
わ
せ
て
感

謝
し
な
が
ら
御
幣
を
受
け
取
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

▲神楽を見ようとステージの周りには
たくさんの人が集まりました

▲猪汁の匂いにつられて長い行列ができ
ました

熱
気
あ
ふ
れ
る
舞
い
が

観
客
を
魅
了

椎
葉
猪
鍋
の
振
る
舞
い

に
長
蛇
の
列

○
参
加
者
の
声

　
　
向
山
日
添
神
楽
保
存
会

　
　
　
椎
葉 

吉
人 

さ
ん
　

　

復
興
支
援
と
い
う
名
の
も
と
に
、
が

ん
ば
る
ぞ
と
思
い
つ
つ
仙
台
市
へ
。
震

災
跡
地
を
目
の
当
た
り
に
し
、
不
安
感

が
増
し
て
心
配
に
な
り
ま
し
た
が
、
寒

い
中
に
も
熱
心
に
ご
覧
い
た
だ
き
「
素

晴
ら
し
い
舞
い
や
、
見
事
な
バ
チ
さ
ば

き
を
あ
り
が
と
う･･･

。」
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
と
き
、
来
て
良
か
っ
た
な
と

思
い
つ
つ
、
胸
が
熱
く
な
る
の
を
抑
え

な
が
ら
、
最
後
の
弓
通
し
ま
で
つ
と
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
人
た
ち

の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
１

日
も
早
い
復
興

を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

▲御幣をもらった男の子。
　幸せがやってきますように

▼激しい面神楽に魅了される観客

▲弓をくぐり深々と頭を下げて御幣を
受け取る皆さん

　

応
援
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
神
楽
の
公
演

に
あ
わ
せ
て
椎
葉
猪
鍋
の
無
料
振
る
舞

い
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
猪
鍋
を
担

当
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
尾
向
地
区

旅
館
民
宿
組
合
の
女
将
さ
ん
た
ち
で
、

１
日
２
回
の
２
日
間
、
合
計
千
食
を
振

る
舞
い
ま
し
た
。

　

開
始
時
刻
前
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

長
蛇
の
列
を
つ
く
り
、
配
布
が
始
ま
る

頃
に
は
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
た
ち
こ
め
る

猪
鍋
の
匂
い
に
行
列
は
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
し
た
。

　

猪
鍋
を
食
べ
る
人
た
ち
で
埋
め
つ
く

さ
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
か
ら
は
、「
お
い
し

い
」「
幸
せ
」
と
い
っ
た
声
と
と
も
に
た

く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
の
感
激
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
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▲吹雪の中たくさんのお客さまにご来店
いただきました

▲復興へ願いを込めて舞った「かんしん」

物
産
販
売
の
益
金
の

一
部
も
寄
付

成
功
へ
と
つ
な
が
っ
た

協
力
の
輪

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
６
日

間
行
っ
た
物
産
販
売
で
は
、
椎
葉
村
物

産
セ
ン
タ
ー
平
家
本
陣
、
豆
腐
の
盛
田

屋
、
椎
葉
山
の
語
り
部
の
３
社
が
出
店

し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
実
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ま
に
ご
来
店
い
た
だ
き
、
売
り
買
い
だ
け

で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
話
し
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
震
災

で
悲
痛
な
経
験
を
さ
れ
て
い
る
の
に
明
る

く
笑
い
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
人
が

多
い
こ
と
に
胸
を
打
た
れ
、
早
期
復
興
へ

の
願
い
が
ま
す
ま
す
強
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
の
売
り
上
げ
の
中
か
ら

３
社
あ
わ
せ
て
約
12
万
円
を
後
日
、
宮

城
県
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
藤
崎
百

貨
店
か
ら
の
依
頼
や
宮
崎
県
か
ら
の
支

援
な
ど
条
件
が
整
っ
た
こ
と
で
実
現
し

た
も
の
で
す
が
、
何
よ
り
も
こ
の
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
向
山
日
添
神

楽
保
存
会
、
尾
向
地
区
旅
館
民
宿
組
合

の
皆
さ
ん
、
観
光
レ
デ
ィ
の
お
二
人
、

物
産
販
売
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
の
成
功
で
し
た
。

　

短
い
期
間
で
さ
さ
や
か
な
応
援
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
仙
台
市

の
人
た
ち
の
多
く
の
笑
顔
に
出
会
え
た

こ
と
、
ま
た
来
て
ほ
し
い
と
い
う
た
く

さ
ん
の
声
、
事
業
に
取
り
組
ん
だ
意
義

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
紙
面
を
借
り
て
関
係
の
皆
さ
ま
へ

改
め
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
参
加
者
の
声

　  
尾
向
地
区
旅
館
民
宿
組
合

　
民
宿
お
ま
え
　
尾
前 

フ
ナ
子 

さ
ん
　

　

猪
鍋
を
初
め
て
食
べ
る
人
が
多
く
て
、
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。「
寒
い
中
大
変
で
す

ね
。」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
年
配
の
女
性
、
ま

た
、
猪
汁
を
食
べ
終
え
「
今
か
ら
仕
事
に
行
っ

て
き
ま
す
。」
と
行
か
れ
た
男
性
は
、
津
波
で
家

族
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た
と
地
元
ス
タ
ッ
フ
か
ら

聞
き
胸
が
痛
み
ま
し
た
。

　

神
楽
を
見
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
て
、
中

に
は
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
見
入
っ
て
い
る
人
た

ち
も
い
ま
し
た
。私
は
そ
の
涙
を
見
て
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
き
な
明
か

り
が
灯
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
現
実

を
明
る
い
未
来
へ
と
一
歩
づ
つ
歩
ん
で
い
か
れ

る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
は
復
興
が
す
す
み
工
事
を
始
め
て
い

る
所
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
手
つ
か
ず
の
所
も

あ
り
ま
し
た
。
震
災
に
よ
る
広
大
な
被
害
を
目

の
当
た
り
に
し
、
か
つ
て
こ
こ
に
も
楽
し
い
生

活
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
い
、
た
だ
手
を
合

わ
せ
１
日
も
早
い
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
回
、
復
興
支
援
と
い
う
形
で
参
加
で
き
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
同
じ
所
ば
か
り
に
い

て
気
づ
か
な
い
こ
と
の
多
い
毎
日
、
新
た
な
思

い
で
世
の
中
を

見
回
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
支
援

と
い
う
形
で
し
た

が
、
私
自
身
が
大

き
な
力
と
元
気
を

も
ら
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

▲

ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
猪
汁
を
食
べ
る

人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

▲

用
意
し
た
千
食
の
猪
汁
は
あ
っ
と

い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
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カメラ さんぽ

第４回 椎葉村ファンクラブ

しいば好き人感謝祭

スポーツ少年団
お別れ大会

　３月２日・３日の２日間、４回目を迎えた
「しいば好き人感謝祭」県内外から約７０人
のファンクラブ会員が参加して開催されま
した。
　不土野地区の春祭り「的射」や苔玉つく
り、シイタケの駒打ち、餅つきなど椎葉の魅
力たっぷりの体験を行いました。

　村内の小学生が加入するスポー
ツ少年団のお別れ大会が開催され
ました。

【バレーボールの部】 
　優　勝　松尾少女バレー 
　準優勝　椎小フレンズ

【卓球の部】
　椎葉中卓球部と練習試合

【剣道の部】 
○低学年の部（２・３・４年生） 
　優　勝　　椎葉 純大（椎葉小）
　準優勝　　尾前  和（尾向小） 
　第３位　　甲斐 穂乃香（尾向小）
○６年生の部 
　優　勝　　椎葉 知大（椎葉小）
　準優勝　　椎葉 花梨（尾向小）
　第３位　　桑原 一平（椎葉小）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】 

　

優　

勝　

杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

　

準
優
勝　

尾
向
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　

第
３
位　

松
尾
イ
ー
グ
ル
ス 

　

第
４
位　

小
崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

また椎葉に
お越し
ください !

（３月９日・村総合運動公園）
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カメラ さんぽ

プロ野球選手と同じグラウンドで

わくわく・ドキドキ体験学習

春風を感じながらウォーキング

色
鮮
や
か
に

　３月３日、椎葉中学校野球部がサンマリン球場活用事業を受け
て、巨人軍、ＷＢＣ日本代表が使用した宮崎市のサンマリンスタ
ジアムで試合を行いました。思い出に残る試合になりましたね。

　

松
尾
・
水
越
地
区
、
椎
葉
史
公
さ
ん
宅
の

田
ん
ぼ
に
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
「
花
蘇
芳
」
が
色
鮮

や
か
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
花
の

撮
影
に
熊
本
の
方
か
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
が
来
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

　

村
内
の
中
学
３
年
生
が
わ
く
わ

く
・
ド
キ
ド
キ
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
で
は
、
妊
婦
体
験
や

沐
浴
体
験
、
乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ

い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

妊
婦
体
験
で
は
、
お
腹
が
大
き

い
と
横
に
な
る
の
も
大
変
で
、
予

想
以
上
の
重
さ
と
大
変
さ
に
驚
い

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
で
は
、

泣
き
出
す
子
ど
も
を
あ
や
す
生
徒

や
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
遊

ぶ
生
徒
な
ど
、
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

が
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
約
40
人
が
参
加
し
て
き
れ

い
に
咲
い
た
桜
を
眺
め
な
が
ら
５
キ
ロ
の

道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。
出
発
前
に
付
け

た
万
歩
計
は
皆
さ
ん
１
万
歩
を
超
え
て
い

た
よ
う
で
す
。

（３月12日・すこやか館）

▲

椎
葉
中
学
校
の
桜
が
ち
ょ
う
ど

　

見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

▲

運
動
し
た
後
の
食
事
は
最
高
で
し
た
！
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村のできごと

椎
葉
伽
哩

（
し
い
ば
カ
レ
ー
）

お
み
や
げ
に
い
か
が

で
す
か
？

醇
和
寮 

最
後
の
夜

新
た
な
る
旅
立
ち 

　

株
式
会
社
「
し
い
ば
む
ら
」
代
表 

鈴

木
美
保
子
氏
は
、
近
年
増
え
て
い
る
鹿
・

猪
に
よ
る
林
業
被
害
の
対
策
と
し
て
、
駆

除
し
た
害
獣
を
食
肉
と
し
て
流
通
さ
せ
る

事
業
を
県
の
補
助
金
を
受
け
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
誕
生
し
た
の
が
、

鹿
肉
を
使
用
し
た
椎
葉
伽
哩
「
し
い
ば
カ

レ
ー
」。
今
後
、
こ
の
製
品
が
流
通
す
る

こ
と
で
害
獣
の
捕
獲
が
促
進
さ
れ
、
林
業

被
害
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
ま
す
。

　

椎
葉
伽
哩
は
、
平
家
ま
つ
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
入
っ
て
い
て
、
お

み
や
げ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
今
月
25
日
か

ら
、
物
産
セ
ン
タ
ー
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

親
元
を
離
れ
て
生
活
を
し
て
き
た
醇
和

寮
で
の
最
後
の
夜
。
退
舎
生
の
両
親
、
舎

監
の
先
生
と
一
緒
に
最
後
の
夕
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

３
年
間
の
寮
生
活
で
は
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
で
き
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
寮
で
学
ん
だ
経
験
が
、
こ
れ
か

ら
の
高
校
生
活
や
そ
の
先
の
人
生
で
活
か

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

村
内
２
校
の
中
学
校
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
取
材
に
伺
っ
た
松

尾
中
学
校
は
、
学
校
最
後
の
卒
業
式
。
卒

業
生
代
表
挨
拶
で
は
、
両
親
、
友
人
、
学

校
の
先
生
、
地
域
の
人
た
ち
と
松
尾
中
学

校
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

児
童
館
・
保
育
所
か
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
友
人
た
ち
と
も
高
校
で
は
離
れ
ば
な

れ
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
深
い
絆
で
結

ば
れ
た
仲
間
が
い
る
こ
と
を
胸
に
、
将
来

の
夢
を
目
指
し
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲鹿肉の臭みもなくおいしいですよ。
ぜひ、ご賞味ください。

　

３
月
18
日
、
卒
園
の
お
祝
い
に
み
や
ざ

き
犬
の
３
匹
が
村
内
の
児
童
館
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。

　

突
然
の
訪
問
に
園
児
た
ち
は
大
喜
び
。

一
緒
に
ダ
ン
ス
を
し
た
あ
と
は
、
み
ん
な

抱
き
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

椎
葉
ハ
ツ
エ
さ
ん（
本
郷
）が
、
３
月
19

日
に
１
０
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

村
長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
平
寿
園
に
入
所
さ
れ
て
い
る
ハ
ツ

エ
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
さ

れ
て
く
だ
さ
い
ね
。

みやざき犬が
やってきた！

祝１０１歳
椎葉ハツエ さん

（
３
月
15
日
）

椎
葉
中
学
校
寄
宿
舎

醇
和
寮
退
舎
式

   

（
３
月
16
日
）

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
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松
尾
中
学
校
閉
校
式

～
66
年
の
歴
史
に
幕
～

生
徒
数
の
推
移

松
尾
中
学
校
の
歴
史

　

３
月
24
日
、
北
部
教
育
事
務
所
、
村

教
育
委
員
会
、
行
政
機
関
、
地
区
住
民

の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
、
松
尾

中
学
校
に
こ
れ
ま
で
赴
任
さ
れ
た
教
職

員
な
ど
約
５
０
０
人
が
出
席
し
、
椎
葉

村
立
松
尾
中
学
校
閉
校
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
22
年
に
椎
葉
中
学
校
の
分
校
と

し
て
開
校
し
て
以
降
、
66
年
の
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
松
尾
中
学
校
。
近
年
の
過

疎
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
や

教
育
環
境
の
改
善
等
か
ら
平
成
25
年
度

か
ら
椎
葉
中
学
校
に
再
編
が
決
定
し
、

66
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

松
尾
中
学
校
の
卒
業
生
は
、
延
べ

１
，５
５
９
人
。
地
区
住
民
か
ら
惜
し
ま

れ
な
が
ら
の
閉
校
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
校
式
典
で
は
、
校
旗
が
生
徒
か
ら

学
校
長
、
学
校
長
か
ら
教
育
委
員
に
渡

さ
れ
、
椎
葉
村
に
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
歌
わ
れ
た
校
歌
は
、
作

曲
を
手
が
け
た
日
高
靖
郎
氏
が
指
揮
を

と
り
、
学
校
に
出
席
者
全
員
で
別
れ
を

告
げ
る
最
後
の
校
歌
を
贈
り
ま
し
た
。

昭
和
22
年
　
　
　
51
人

　

〃
　

35
年
　
１
４
１
人

　

〃
　

39
年
　
２
０
０
人

　

〃
　

43
年
　
１
７
２
人

　

〃
　

51
年
　
１
０
４
人

　

〃
　

62
年
　
　
　
55
人

平
成
７
年
　
　
　
37
人

　

〃
　

14
年
　
　
　
18
人

　

〃
　

24
年
　
　
　
13
人

卒
業
生
　
延
べ
１
，５
５
９
人

昭
和
22
年
　
椎
葉
中
学
校
分
校
設
立
認
可
　
開
校

昭
和
30
年
　
独
立
認
可
　
椎
葉
村
立
松
尾
中
学
校
と
称
す
る

平
成
16
年
　
松
尾
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
行
事

平
成
22
年
　
松
尾
小
学
校
と
の
親
子
給
食
開
始

平
成
25
年
　
閉
校

▲校歌斉唱の指揮をとった
作曲者の日高靖郎氏

  

松
尾
中
学
校
校
歌

　
　
　
　
　

作
詞　

佐
藤 

利

　
　
　
　
　

作
曲　

日
高 

靖
郎

は
え
あ
る
歴
史
受
け
つ
ぎ
て

と
も
に
伸
び
ゆ
く
若
人
が

自
治
親
愛
の
学
び
舎
に

心
理
の
道
を
き
わ
め
ん
と

学
ぶ
わ
れ
ら
の
松
尾
中

流
れ
て
や
ま
ぬ
耳
川
に

清
き
心
を
育
み
て

試
練
の
日
々
を
ひ
た
す
ら
に

強
き
力
を
き
た
え
ん
と

は
げ
む
わ
れ
ら
の
松
尾
中

峰
の
彼
方
の
雲
の
上

高
き
理
想
を
か
か
げ
つ
つ

確
か
な
技
を
身
に
つ
け
て

文
化
の
国
を
築
か
ん
と

進
む
わ
れ
ら
の
松
尾
中

▲生徒たちが学校への想いを込めて製作した壁画
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▲昭和30年・松尾中学校第１回卒業生
　41人の生徒が卒業しています。

▲ときたま一座
　すばらしい内容と演技に感動しました

あ
り
が
と
う
松
尾
中
学
校

～
松
尾
中
の

　
　
思
い
出
を
語
る
会
～

　

式
典
後
に
は
、
思
い
出
を
語
る
会

「
魂
心
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

魂
心
会
で
は
、
と
き
た
ま
一
座
に

よ
る
演
劇
、
小
中
学
生
の
発
表
、
神
楽

や
平
家
大
い
ち
ょ
う
太
鼓
の
披
露
の

ほ
か
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

Ｅ
Ｒ
Ｙ
Ｃ
Ａ（
エ
リ
カ
）の
特
別
出
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
校
時
か
ら
の
写
真
が
ス

テ
ー
ジ
上
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
る
と
、
自
分
の
学
生
時
代
の
写
真
を

懐
か
し
む
人
や
、
思
い
出
の
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
学
校
が
閉
校
に
な
る
寂
し
さ

で
涙
を
浮
か
べ
る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲昭和46年時の松尾中学校校舎

写真説明

①松尾小学校児童の発表 ②特別
出演のＥＲＹＣＡ ③準備から当
日の運営まで務めていただいた
実行委員会の皆さん ④平家大い
ちょう太鼓の演奏 ⑤出席者全員
で記念撮影⑤

②

③

①

④
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村のできごと

教
育
研
究
論
文

　
　
　
　

表
彰
式

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会
で
は
、
村
内
の
教

職
員
の
日
頃
の
研
究
と
実
践
の
成
果
を
募

り
、
教
育
研
究
論
文
の
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。
研
究
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、

教
育
実
践
に
関
す
る
科
学
的
研
究
を
推
進

し
、教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
表
彰

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
３
月
14
日
・
役
場
大
会
議
室
）

▲

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
発
表

す
る
岩
切
教
諭

▲

優
等
２
席
に
輝
い
た

　
「
こ
い
わ
か
ば
号
」
と
廣
末
さ
ん

▲訪問した京都丹波牧場

村長賞（最優秀賞）
　岩切 武志 教諭（尾向小）

【研究主題】
漢字を確実に習得させ、漢字を活用する
力を高める指導法の工夫
～ワンランク上の漢検へのチャレンジを
通して～

受 賞 者 一 覧

【村長賞】
岩切 武志 教諭（尾向小）

【村議会議長賞】
伊集院 久美子 教諭（椎葉小）

【教育委員長賞】
芹口 尚子 教諭（椎葉中）

【教育長賞】
黒木 弘恵 教諭（椎葉中）

【優秀賞】
平岡 正臣 教諭（松尾小）
江藤 貴哉 教諭（不土野小）

【入　選】
児玉 理恵 教諭（大河内小）
守屋 美樹 教諭（松尾小）
竹井 孝洋 教諭（椎葉中）
長友 健治 教諭（松尾中）
谷口 津四士 教諭（松尾中）
諌山 浩之 教頭（尾向小）
本部 博一 教頭（大河内小）
馬場 智 教頭（松尾小）
柿木 裕一 教頭（松尾中）

　

３
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、
椎
葉

村
の
子
牛
販
売
促
進
を
図
る
た
め
、
村

長
と
村
議
会
議
長
が
滋
賀
県
と
京
都
府

の
牧
場
を
訪
問
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
い
ま
し
た
。

　２月２７日、延岡市で３月期子牛郡共進会が行われ、
椎葉村から３頭の雌子牛が優等賞に選ばれました。

　優等２席　廣末 克彦（不土野上）
　　「こいわかば号」勝平正×安福久×平茂勝
　優等３席　甲斐 光義（尾手納）
　　「ふじみつ号」　忠富士×福之国×安平
　優等４席　那須 雅志（十根川）
　　「ひめ４３７号」花国春×平茂勝×第５隼福

椎葉の牛をアピール! ３月期子牛郡共進会

　

３
月
11
日
、教
育
長
室
で
耳
川
生
コ
ン

協
同
組
合
理
事
の
鈴
木
克
裕
氏
か
ら
教
育

長
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
県
内
の
新
小

学
１
年
生
の
防
犯
を
目
的
に
、
宮
崎
県

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
が
贈
呈
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

新１年生に
防犯ブザーを贈呈
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椎葉
晃充
村長の

３月の
動き

２
日　

し
い
ば
好
き
人
感
謝
祭

３
日　

竹
ノ
枝
尾
日
添
水
道
祝
賀
会

４
日　

庁
議

　
　
　

要
望
活
動

　
　
　
　
（
九
州
整
備
局
・
森
林
管
理
署
・

　
　
　
　
　

熊
本
市
、
福
岡
市
・
〜
５
日
）

７
日　

椎
葉
牛
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　
（
京
都
府
、
滋
賀
県
・
～
８
日
）

10
日　

椎
葉
村
民
謡
会
発
表
会

11
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会

　
　
　
　

実
行
委
員
会

12
日　

村
議
会
３
月
定
例
会（
～
13
日
）

14
日　

椎
葉
村
教
育
研
究
論
文
表
彰
式

16
日　

松
尾
中
学
校
卒
業
式

18
日　

村
議
会
３
月
定
例
会

19
日　

長
寿
祝
い（
平
寿
園
）

　
　
　

障
が
い
者
福
祉
施
策
協
議
会

21
日　

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

　
　
　

林
政
審
議
会

22
日　

嘱
託
職
員
採
用
試
験

24
日　

松
尾
中
学
校
閉
校
式

25
日　

入
札

　
　
　

健
康
づ
く
り
協
会
総
会

　
　
　

郡
町
村
会
定
期
総
会（
門
川
町
）

26
日　

町
村
会
辞
令
交
付（
宮
崎
市
）

　
　
　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
辞
令
交
付

　
　
　

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

27
日　

和
牛
改
良
組
合
総
会

　
　
　

園
芸
部
会
総
会

28
日　

観
光
大
使
任
命

　
　
　
　
（
東
京
都
・
～
29
日
）

　
　
　

貴
乃
花
部
屋
表
敬
訪
問

29
日　

永
年
勤
続
職
員
表
彰
式

　
　
　

退
職
離
任
式

　

県
内
の
各
中
学
校
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
宮
崎
県
中
学
校
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
松
尾
中
学
校
の
那
須
葵

さ
ん（
２
年
）が
二
席
、
松
岡
星
さ
ん

（
１
年
）が
三
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
二
席
を
受
賞
し
た
那

須
葵
さ
ん
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
挨
拶
と
い
う
武
器
で
』

　
「
お
は
よ
う
。
今
日
も
早
い
ね
。」

　

こ
れ
は
、
い
つ
も
私
が
登
校
す
る
時
、
地

域
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
る
言
葉
だ
。

　

最
近
、
犯
罪
や
殺
人
事
件
に
つ
い
て
耳

に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

朝
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
毎
日
犯

罪
に
関
係
す
る
事
件
が
あ
る
。
そ
れ
を
見

る
た
び
に
、
ま
た
あ
っ
た
ん
だ
、
な
ん
で

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ
う
、
と
思

う
。
中
に
は
、
同
じ
犯
罪
や
似
た
犯
罪
を

何
回
か
繰
り
返
し
て
い
る
人
も
い
る
。
ど

ん
な
に
辛
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
だ
め
な
こ
と
は
だ
め
な
の
に
な
あ

と
思
う
。

　

私
は
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
を
防
い
で
い

く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考
え

た
。
そ
こ
で
ふ
と
思
い
つ
い
た
の
は
、
挨

拶
だ
。
挨
拶
に
は
、
人
を
な
ご
ま
せ
て
く

れ
る
、
優
し
い
何
か
が
あ
る
と
思
う
。
私

は
、
楽
し
い
時
、
悲
し
い
時
、
苦
し
い
時
、

誰
か
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
。

も
っ
と
楽
し
も
う
、元
気
出
し
て
い
こ
う
、

頑
張
ろ
う
と
思
う
。
地
域
の
人
と
も
、
挨

拶
を
通
じ
て
仲
良
く
な
っ
た
り
、
接
し
や

す
く
な
っ
た
り
す
る
。
悲
し
い
時
に
声
を

か
け
て
く
れ
る
と
、
え
っ
、
私
の
こ
と
気

に
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
な
あ
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
力
を
使
う
と
い
い
。

　

例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

強
盗
に
行
こ
う
と
す
る
人
に
、
た
ま
た
ま

挨
拶
を
す
る
と
す
る
。
そ
う
し
た
ら
、
イ

ラ
イ
ラ
す
る
気
持
ち
な
ど
、な
く
な
っ
て
、

少
し
は
気
が
楽
に
な
っ
て
く
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
よ
う
な

方
法
で
犯
罪
を
防
げ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
前
に
、
誰
に
で
も
挨
拶
の
出
来
る

よ
う
な
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
人
と
の
普
段
の

挨
拶
か
ら
が
い
い
と
思
う
。
初
め
は
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。少
し
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。」

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
で
い
い

と
思
う
。私
は
小
さ
い
頃
、よ
く
父
や
母
に
、

「
知
ら
な
い
人
で
も
、
挨
拶
を
し
な
さ
い
。」

と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
は
恥
ず
か
し
く

て
、
小
さ
く
礼
を
返
す
位
し
か
出
来
な
か
っ

た
。
で
も
、
普
通
に
挨
拶
を
し
て
い
る
周
り

の
子
達
を
見
て
、
私
も
や
ら
な
い
と
、
と
思

い
、
思
い
切
っ
て
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
に
、

「
こ
ん
ば
ん
は
。」

と
言
っ
た
。
す
る
と
、

「
は
い
、
こ
ん
ば
ん
は
。」

と
、
優
し
い
笑
顔
で
返
し
て
く
れ
た
。
そ
の

時
初
め
て
、
挨
拶
っ
て
気
持
ち
が
い
い
な
あ

と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、今
日
ま
で
、何
百
回
、

何
千
回
と
挨
拶
を
し
て
き
て
、
気
軽
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
人
に
会
っ
た
ら
、
口
が
動
い

て
表
情
も
変
わ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
色
々

な
人
と
接
し
、
通
じ
合
う
と
い
い
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
、
い
い
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

き
、
挨
拶
と
い
う
武
器
で
も
、
犯
罪
を
減
ら

し
て
い
け
た
ら
い
い
。
そ
し
て
、
犯
罪
者
に

も
、
自
分
が
ど
ん
な
に
い
け
な
い
こ
と
を
し

た
の
か
、
ど
れ
だ
け
の
人
を
傷
つ
け
た
の
か

を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。
き
ち
ん
と
反
省

し
て
、
も
う
二
度
と
同
じ
過
ち
を
犯
し
て
ほ

し
く
な
い
と
思
う
。
気
軽
に
挨
拶
を
す
る
こ

と
が
、
犯
罪
を
防
ぐ
第
一
歩
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
な
い
。

宮
崎
県
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

松
尾
中
学
校 

那
須
葵
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　

松
岡
星
さ
ん
が
入
賞

▲二席を受賞した那須 葵 さん
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健
康
だ
よ
り
№186

　

椎
葉
村
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
気

持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
人
の
話
を
聴

く
た
め
の
技
術
や
コ
ツ
を
学
ぶ
「
傾
聴

講
座
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

23
年
度
ま
で
に
、延
べ
80
人
が
受
講
し
、

「
傾
聴
と
は
？
」
か
ら
じ
っ
く
り
学
ん

で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
受
講
し
、
傾
聴
の
技
術
を
磨
い

て
き
た
方
々
も
多
く
い
ま
す
。
そ
の
様

な
方
々
を
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

し
て
養
成
し
、
住
民
に
気
軽
に
話
せ
る

人
と
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
心
の

不
調
を
訴
え
る
人
の
早
期
介
入
を
目
的

に
、
平
成
24
年
度
は
、
更
な
る
傾
聴
の

技
術
を
も
っ
た
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
養
成
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。６
回
の
講
座
を
11
人
が
受
講
し
、

活
動
を
希
望
し
た
４
人
が
「
聴
き
ミ
ミ

隊
」
と
し
て
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

誰
か
に
じ
っ
く
り
話
を
聴
い
て
も
ら

う（
傾
聴
し
て
も
ら
う
）と
、
心
が
晴
れ

や
か
に
な
っ
た
り
、
自
分
を
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
行
き
づ
ま
っ
て

い
た
こ
と
に
新
た
な
糸
口
が
見
つ
か
っ

た
り･･･

そ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

あ
な
た
の
家
庭
に
も
訪
問
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
が
お
話

し
し
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
聴
き

ま
す
。あ
な
た
が
お
話
し
し
た
内
容
が
、

他
人
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
話
し
く
だ
さ
い
。

☆
聴
き
ミ
ミ
隊
の
主
な
活
動
内
容

①「
な
ご
み
の
会
」
へ
の
参
加

　

心
の
病
を
持
ち
な
が
ら
、
自
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
々
の
生
活
指
導
や

交
流
を
目
的
に
年
10
回
開
催
。
聴
き
ミ
ミ
隊
も
参
加
し
、
交
流
を
行
う
。

②「
家
族
の
集
い
」
へ
の
参
加

　
「
な
ご
み
の
会
」
対
象
者
の
家
族
の
、
病
気
の
理
解
と
家
族
同
士
の
交
流

を
目
的
に
年
２
回
開
催
。
聴
き
ミ
ミ
隊
も
参
加
し
、
交
流
を
行
う
。

③
家
庭
訪
問

　

村
内
の
全
家
庭
を
目
標
に
順
次
訪
問
中
。
ま
ず
は
、
聴
き
ミ
ミ
隊
の
活

動
や
、
隊
員
の
顔
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
訪
問
中
。

④
活
動
報
告
会

　

月
１
回
、
保
健
師
も
入
り
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
報
告
し
あ
っ
て
い
る
。

疑
問
点
の
解
消
や
、
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

⑤
精
神
保
健
福
祉
連
絡
会
・
自
殺
予
防
推
進
協
議
会
へ
の
参
加

　

活
動
を
報
告
し
、
民
生
委
員
等
と
意
見
交
換
を
行
う
。

○
聴
き
ミ
ミ
隊
の
皆
さ
ん

　

右
か
ら

　
　

谷
川 

成
美 

さ
ん

　
　
　
　
（
大
河
内
・
城
）

　
　

椎
葉 

洋
子 

さ
ん

　
　
　
　
（
上
椎
葉
・
桑
ノ
木
原
）

　
　

那
須 

ヨ
シ
子 

さ
ん

　
　
　
　
（
鹿
野
遊
・
内
ノ
八
重
）

　
　

那
須 

希
美
香 

さ
ん

　
　
　
　
（
仲　

塔
・
胡
摩
山
）

　
聴き

きき

ミみ

ミみ

隊た

い 

誕
生
!!

～
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
～

▲傾聴ボランティア
養成講座

▼傾聴講座
　話しを聴くコツ、

話し方の勉強を
しました。
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２
月
27
日
、
鹿
野
遊
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
料

理
教
室
が
開
催
さ
れ
、
鹿
野
遊
地
区
に

住
む
男
性
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
手
つ
き
の
人
、
プ
ロ
並
み

に
上
手
な
人
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
時

間
内
に
で
き
あ
が
り
楽
し
く
試
食
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
健
師
が
参
加
者
の
血
圧
や

身
体
計
測
を
行
い
、
健
康
に
つ
い
て
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
す
こ
や
か
館
で
椎
葉
村

青
年
団
連
絡
協
議
会
の
会
員
10
人
が
参

加
し
、料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
女
性
よ
り
男
性
の
方
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良

く
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、

身
体
計
測
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
あ
ま
り

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
妊
婦
体
験

も
行
い
ま
し
た
。

　

料
理
に
妊
婦
体
験
と
今
回
の
教
室

は
、
こ
れ
か
ら
結
婚
と
い
う
大
舞
台
を

迎
え
る
前
に
充
実
し
た
時
間
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
巡
り
会
っ
て
、

今
回
の
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
役
立
て

て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
参
加
者
の
感
想

◦
う
す
味
だ
が
お
い
し
か
っ
た
。

◦
体
組
成
測
定
が
よ
か
っ
た
。

◦
料
理
が
で
き
れ
ば
楽
し
い
な
と

思
っ
た
。

☆
参
加
者
の
感
想

◦
男
性
も
す
す
ん
で
料
理
を
し
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

◦
普
段
の
食
生
活
を
見
直
す
、
い

い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

◦
味
付
け
以
前
に
野
菜
の
切
り
方

を
勉
強
し
な
く
て
は
と
思
い
ま

し
た
。

◦
こ
れ
か
ら
も
食
改
さ
ん
と
の
合

同
研
修
を
続
け
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
男
性
も
料
理
！

料
理
も
み
ん
な
で
一
致
団
結
！

～
鹿
野
遊
地
区
男
性
料
理
教
室
～

～
椎
葉
村
青
年
団
料
理
教
室
～

健康だより〈No.186〉

▲自分の健康チェック。体調管理も
重要ですよ！

▲重い･･･。妊婦さんの大変さを
体験できました。結婚したら
奥さんに優しくしなきゃダメ
ですよ！

▲みんなで協力して調理中です！
　やはり女性の方が手際がいいで

すね。

▼お味はいかがですか？
　みんな美味しそうに食べていま

すね。

▼みんなで試食会。自分たちで作っ
た料理はいかがでしたか？

▲

な
か
な
か
の
包
丁
さ
ば
き
で
す
。

　

何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
４
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
軽
自
動
車
税
〕（
全
期
）

〔
固
定
資
産
税
〕（
１
期
）

■
納
期
限　
　
　

４
月
30
日（
火
）

■
口
座
振
替
日　

４
月
26
日（
金
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費
（
税
金
）
が
か
か
り
ま
す
。
税
金

は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

例
年
こ
の
時
期
に
、
法
廷
等
見
学
ツ
ア
ー

や
各
種
説
明
会
な
ど
の
憲
法
週
間
行
事
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

週
間
行
事
に
ご
興
味
の
あ
る
人
は
、
裁

判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
裁
判
所
の
総
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
週
間
行
事
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
裁
判
所
を
よ
り
身
近

に
感
じ
、
裁
判
所
や
裁
判
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
地
方
裁
判
所

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
村
行
政
相
談

委
員
に
椎
葉
洋
子
氏（
桑
ノ
木
原
）が
再
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

■
期
日　

４
月
９
日
・
５
月
14
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 
行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▽
募
　
集

各
種
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー（
久
留

米
市
）で
６
月
に
実
施
す
る
試
験
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
学
科
試
験
日
時

【
６
月
】

　

○
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士　
　

12
日（
水
）

　

○
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士　
　
　

17
日（
月
）

　

○
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

　
　

・
限
定
な
し　
　
　
　
　

25
日（
火
）

　
　

・
ク
レ
ー
ン
限
定　
　
　

25
日（
火
）

　

○
発
破
技
士　
　
　
　
　
　

10
日（
月
）

　

○
ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者　

10
日（
月
）

　

○
第
一（
二
）種
衛
生
管
理
者

          　
　
　
　
　
　

11
日（
火
）

■
受
験
申
請
書
の
受
付

　

受
付
時
間
：
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

　

①
受
付
開
始

　

試
験
日
の
２
ヶ
月
前
か
ら
受
付
を

始
め
ま
す
。

　

②
受
付
締
切

　

郵
送
の
場
合
は
試
験
日
の
14
日
前

の
消
印
の
あ
る
も
の
。
持
参
の
場
合

は
試
験
日
の
休
業
日
を
除
く
２
日
前

ま
で
。

■
試
験
手
数
料

　

○
学
科
試
験
手
数
料
（
各
免
許
試
験
）

　
　
　
　

６
，８
０
０
円
（
非
課
税
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

自
動
車
税
は
納
期
限
内
に
！

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、
宮
崎

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・
総
務
事
務
所

の
ほ
か
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
納
税
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
人
は
、
５
月
31
日

（
金
）ま
で
に
、
自
動
車
税
を
納
め
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お
近
く
の
県

税
・
総
務
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
が
あ
る
人
の
た
め
に
使
用
す

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申
請
を
行

う
と
、自
動
車
税
の
一
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

憲
法
週
間
を
迎
え
て　
　
　

５
月
１
日
～
７
日
ま
で
は　

憲
法
週
間
で
す

　

憲
法
記
念
日（
５
月
３
日
）を
中
心
と
し

た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
、
裁
判
所

で
は
憲
法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

憲
法
の
精
神
や
国
民
生
活
に
お
け
る
裁
判

所
の
役
割
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

法
務
省
や
検
察
庁
、
弁
護
士
会
な
ど
の

協
力
を
得
て
、全
国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、

村内のうごき  ●３月１日現在
　男　 1,474人（＋2）
　女　 1,496人（＋3）
　計　 2,970人（＋5）
世帯数 1,202戸（＋3）

　３月号で掲載した数字に誤りがあり
ました。訂正しお詫び申し上げます。
正しくは、女 1,493人（－　4）
　　　　　計 2,965人（－14）です。

お知らせ
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〒
８
３
９

−

０
８
０
９

　

久
留
米
市
東
合
川
５
丁
目
９
番
３
号

　

☎
０
９
４
２（
43
）３
３
８
１

                    
自
衛
官
募
集

【
幹
部
候
補
生（
一
般
・
飛
行
）】

■
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

４
月
26
日（
金
）ま
で

■
１
次
試
験

　

５
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）

　
（
12
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

■
１
次
合
格　

５
月
31
日（
金
）

■
２
次
試
験　

６
月
11
日
～
14
日

　
　
　
　
　
　
（
指
定
す
る
１
日
）

■
最
終
合
格
発
表

　

陸
・
海
：
８
月
２
日（
金
）

　

空
：
９
月
６
日（
金
）

■
入（
校
）隊

　

平
成
26
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

      

【
歯
科
・
薬
剤
幹
部
】

■
資
格

　

歯
科
：
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

　

薬
剤
：
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

４
月
26
日（
金
）ま
で

■
１
次
試
験　

５
月
11
日（
土
）

■
１
次
合
格　

５
月
31
日（
金
）

■
２
次
試
験　

６
月
11
日
～
14
日

　
　
　
　
　
　
（
指
定
す
る
１
日
）

■
最
終
合
格
発
表　

８
月
２
日（
金
）

■
入（
校
）隊

　

平
成
26
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

【
医
科
・
歯
科
幹
部
】

■
資
格

　

医
師
・
歯
科
免
許
取
得
者

■
受
付
期
間　

①
４
月
26
日（
金
）ま
で

　
　
　
　
　
　

②
10
月
１
日
～
18
日

■
試
験
日　
　

①
５
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

②
11
月
８
日（
金
）

■
最
終
合
格
発
表

　

①
８
月
２
日（
金
）

　

②
平
成
26
年
２
月
７
日（
金
）

■
入
（
校
）
隊

　

①
平
成
25
年
10
月
上
旬
～
中
旬

　

②
平
成
26
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
日
向
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
52
）６
９
１
４

▽
催
　
し

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

○
銘
水
の
郷
釣
り
大
会

　

椎
葉
村
の
き
れ
い
な
川
で
魚
釣
り
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
当
日
は
ヤ
マ
メ
・
マ
ス

が
約
５
０
０
キ
ロ
放
流
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

５
月
３
日（
金
）

　
　
　
　

受
付
開
始　

７
時
30
分
か
ら

■
場
所　

耳
川
支
流 

病
院
下
河
川
敷

■
料
金　

小
学
生
以
上
５
０
０
円

○
椎
葉
村
郷
土
芸
能
の
夕
べ

　

神
楽
、
民
謡
な
ど
の
郷
土
芸
能
や
地
元

太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

　

神
秘
的
な
芸
能
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

ま
す
。

■
日
時　

５
月
３
日（
金
）～
５
日（
日
）

　
　
　
　

20
時
か
ら

■
会
場　

椎
葉
村
民
俗
芸
能
博
物
館

■
入
場
料　

大
人　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も　

３
０
０
円

○
第
34
回
扇
山
山
開
き

　

石
楠
花
満
開
の
扇
山
に
登
り
、
雄
大
な

自
然
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

安
全
祈
願
祭
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
の

式
典
の
ほ
か
、
太
鼓
演
奏
、
宝
探
し
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

受
付  

９
時
30
分
か
ら

■
会
場　

扇
山
松
木
登
山
口

■
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
１
３
９

　

椎
葉
村
役
場 

地
域
振
興
課

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
２
０
３

広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）
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感想、要望などお書きください。
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３
日　

憲
法
記
念
日

　
　
　

銘
水
の
郷
釣
り
大
会

　
　
　

郷
土
芸
能
の
夕
べ（
～
５
日
）

４
日　

み
ど
り
の
日

５
日　

こ
ど
も
の
日

６
日　

振
替
休
日

７
日　

予
防
接
種（
日
脳
・
ポ
リ
オ
）

　
　
　

中
学
生
修
学
旅
行（
～
10
日
）

８
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・

　
　
　
　

前
立
腺
が
ん
検
診（
松
尾
）

９
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・

　
　
　
　

前
立
腺
が
ん
検
診（
尾
向
）

10
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・

　
　
　
　

前
立
腺
が
ん
検
診（
す
こ
や
か
館
）

11
日　

椎
葉
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
大
会

12
日　

扇
山
開
き

　
　
　

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

13
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・
前
立
腺
が
ん

　
　
　
　

検
診（
す
こ
や
か
館
・
小
崎
）

14
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・

　
　
　
　

前
立
腺
が
ん
検
診（
鹿
野
遊
・
仲
塔
）

　
　
　

予
防
接
種（
ヒ
ブ
・
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

15
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・

　
　
　
　

前
立
腺
が
ん
検
診（
大
河
内
）

16
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・
前
立
腺
が
ん

　
　
　
　

検
診（
尾
八
重
・
不
土
野
）

18
日　

子
牛
セ
リ
市（
～
19
日
）

19
日　

小
中
学
校
児
童
生
徒
各
種
検
診

　
　
　

家
庭
の
日

20
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・
前
立
腺
が
ん

　
　
　
　

検
診（
す
こ
や
か
館
・
栂
尾
）

21
日　

予
防
接
種（
日
脳
・
四
混
・
三
混
）

22
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

28
日　

予
防
接
種（
肺
炎
球
菌
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）

　
　
　

妊
婦
相
談
・
乳
児
健
診

31
日　

特
設
人
権
相
談（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

５
月
の
主
な
行
事

毎
月
送
っ
て
い
た
だ
く
と
楽
し
み
に
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
特
に
美
し
い

カ
ラ
ー
の
写
真
を
見
る
の
が
楽
し
い
で
す
。「
も
ち
ろ
ん
白
黒
の
写
真
も
」
椎
葉

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
様
で
す
。
今
後
と
も
楽
し
い
、
嬉
し
い
情
報
等
々
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子 

弘
幸 

様
（
東
京
都
）

○
椎
葉
村
は
１
年
を
通
し
て
美
し
い
自
然
が
あ
っ
て
、
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
美
し
い
自
然
の
姿
が
広
報
し
い
ば
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
お

伝
え
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
梅
吉
）

毎
月
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
夫
婦
に
と
っ
て
椎
葉
は
故
郷
で
す
。
広
報
の
係

の
方
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

椎
葉 

祥
嗣 

様
（
日
向
市
）

○
故
郷
の
様
子
や
出
来
事
を
広
報
し
い
ば
で
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
懐

か
し
ん
だ
り
、
喜
ん
で
も
ら
え
て
い
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
の

温
か
い
お
言
葉
が
本
当
に
こ
れ
か
ら
の
力
と
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

戸
籍
だ
よ
り
（
２
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

尾
松 

玲
奈 

ち
ゃ
ん

（
上
椎
葉
下
２
）
浩
樹
・
真
央 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

椎
葉 

貢 

様
（
84
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
添
）

　

那
須 
佐
市 

様
（
86
歳
）

鹿
野
遊
（
大
久
保
）

　

椎
葉 

貴 
様
（
87
歳
）

大
河
内
（
本　
　

郷
）

　

椎
葉 

九

一 

様
（
76
歳
）

上
椎
葉
（
桑
ノ
木
原
）

　

椎
葉 

正
一 

様
（
尾
手
納
）

（
故 

椎
葉 

貢 

様
）

　

那
須 

利
光 

様
（
大
久
保
）

（
故 

那
須 

佐
市 

様
）

　

椎
葉 

新
年 

様
（
水　

越
）

（
故 

椎
葉 

傳
千
代 

様
）

香
典
返
し

（
２
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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選
評
・
角
　
光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

粗
相
し
て
踏
み
し
菫
に
あ
や
ま
り
ぬ	

那
須　

正

［
評
］
粗
相
と
い
う
こ
と
ば
の
中
に
は
、
す
で
に
、
悪
か
っ
た
と
い
う
意
味
が
含
ま

れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
句
の
場
合
、
場
所
は
、
道
端
か
庭
か
と
思
う
。
あ

の
可
憐
な
花
菫
を
大
人
の
革
靴
で
踏
ん
づ
け
て
し
ま
う
過
失
は
、
大
罪
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
作
者
に
し
て
、
は
っ
き
り
と
「
あ
や
ま
り
ぬ
」
と

い
う
言
葉
を
発
せ
し
め
た
の
だ
。
平
謝
り
の
作
者
の
姿
。

春
め
く
や
女
先
生
の
笛
ひ
び
く	

中
瀬　

汀

［
評
］
三
月
の
暖
か
い
日
。
校
庭
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
女
教
師
の
大
き
な
声

と
笛
。
そ
れ
に
応
じ
て
生
徒
の
動
作
も
。
春
到
来
の
雰
囲
気
が
、
学
校
の
横

道
を
通
っ
て
行
く
作
者
に
は
春
め
い
て
き
た
こ
と
を
感
じ
と
っ
た
。

物
種
を
蒔
く
や
陽
気
に
う
な
が
さ
れ	

小
丸
川 
隆

［
評
］
物
種
と
い
う
の
は
物
の
種
子
の
総
称
。
何
と
な
く
野
菜
、
草
花
の
種
子
の
こ

と
を
い
う
。
日
曜
日
の
小
丸
川
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
が
今
日
は
陽
気
が
い
い
か

ら
白
菜
の
種
を
蒔
い
て
ち
ょ
う
だ
い
と
言
っ
て
い
る
。
ま
だ
布
団
を
か
ぶ
っ

て
い
る
隆
さ
ん
。

《
佳
作
》

浮

く

雲

も

風

に

誘

わ

れ

春

日

和

山
本
　
和
枝

知
ら
ぬ
間
に
見
事
に
咲
い
た
梅
の
花

中
瀬
　
ヤ
ス
エ

八

百

年

の

大

八

偲

ぶ

平

家

祭

那
須
　
瑞
穂

花

の

春

大

気

汚

染

を

憂

う

日

々

黒
木
　
八
重
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

私
事
で
す
が
、
長
男
が
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し

た
。
な
の
で
、
今
年
は
保
護
者
と
し
て
卒
業
式

に
出
席
し
ま
し
た
▼
大
河
内
小
学
校
の
今
年
の

卒
業
生
は
５
人
。保
育
所
か
ら
い
っ
し
ょ
に
育
っ

て
き
た
の
で
、
大
き
く
な
っ
た
な
ぁ
と
入
場
し

て
歩
い
て
く
る
姿
を
見
た
時
か
ら
感
動
し
ま
し

た
▼
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
た
息
子
の
姿
を
見

て
胸
が
熱
く
な
り
、
在
校
生
と
の
お
別
れ
の
言

葉
で
感
極
ま
っ
て
涙
が
出
ま
し
た
▼
何
と
も
に

く
い
演
出
を
す
る
先
生
だ
な
ぁ
と
主
催
者
席
を

見
る
と
、
親
よ
り
も
早
く
、
激
し
く
泣
く
先
生

た
ち
。
そ
れ
を
見
て
ま
た
涙
▼
涙
、
涙
の
と
て

も
い
い
卒
業
式
で
し
た
（
梅
吉
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
モ
モ
、
ス
イ
セ
ン
が
満
開
の
松
尾
・

水
越
地
区
の
為
夫
さ
ん
宅
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
家
の
周
り
に
は
色
と
り
ど
り

の
モ
モ
の
花
や
ス
イ
セ
ン
が
黄
色
い
絨

毯
の
よ
う
に
満
開
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　
為
夫
さ
ん
は
、
モ
モ
の
苗
木
を
育
て

て
知
り
合
い
に
お
配
り
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
為
夫
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
モ
モ
が
村
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
根

付
き
、花
を
咲
か
せ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
取
材
の
際
に
苗
木
を
お
渡
し
し
た
皆

さ
ん
に
広
報
紙
で
伝
え
て
ほ
し
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
。「
苗
木
を
植
え
て
３
年

丁
寧
に
手
入
れ
を
し
た
ら
き
れ
い
な
花

を
付
け
ま
す
。
そ
れ
ま
で
手
入
れ
を
し

て
、
楽
し
み
に
待
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ん
大
事
に
育
て
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
き
れ
い
な
お
花
を

　
　
　
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
」

　

大
河
内
の
癒
し
の
森
に
触
れ
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
ま
せ
ん
か
？ 

皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

４
月
27
日（
土
）

■
場　

所　

矢
立
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

■
受
付
時
間　

８
時
～
８
時
30
分

■
コ
ー
ス

　

○「
矢
立
コ
ー
ス
」
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　

・
所
要
時
間　

３
時
間
30
分

　

○「
江
代
山
」
周
回
登
山

　
　

・
所
要
時
間　

５
時
間

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

４
月
20
日（
土
）

イ
ベ
ン
ト
情
報■問い合わせ先

　大河内森林ガイドの会
　☎０５０（７５１８）０６４１

『
第
８
回

　

大
河
内
癒
し
の
森
び
ら
き
』
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BOOK  CORNER

　

劇
場
ア
ニ
メ
が
小
説
化
。
海
賊
の
裏

レ
ー
ス
「
デ
ッ
ト
エ
ン
ド
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　おつるちゃんは、３月２日・３日の２日間で開催された「第４回
しいば好き人感謝祭」。ファンクラブ会員が６６人も参加していた
だき大盛況でした。
　１日目は、椎葉村の伝統的な春祭り「的射」の体験や苔玉づくり
を行い、２日目は餅つきやシイタケの駒打ちの体験を行いました。
１日目の夜には交流の夕べが鶴富屋敷で行われて、椎葉村が大好きな人ばかりで大盛り上がりでした。
　椎葉村を大好きな人たちとたくさんふれあえて、とても嬉しく、感謝の気持ちでいっぱいのおつるちゃ
んでした。

　しいば好き人の人たちとたくさんお話
ししたり、お出迎えをした時に「おつる
ちゃん久しぶり♪」「元気だった？」と皆
さんが声をかけてくれて、とっても嬉し
かった！最高の２日間でした。皆さんの笑
顔に出逢えて、そして何より椎葉村を愛
してくれて感謝の気持ちでいっぱいです。
　これからも椎葉村のＰＲを頑張って、
もっともっとたくさんの人と出会えると
いいな。

▲的射の射場で記念撮影
▲参加者を観光レディと

お出迎え！

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！ 13
おつるちゃんしいば好き人感謝祭に行くの巻

　ユキノシタ科ユキノシタ属。岩場や石垣の表面でも
ほんの少しの土があれば着生でき、このような陰湿地
で多く見かける半常緑多年草です。親株の根元から

「匍
ほ

匐
ふく

枝
し

」という紅色で蔓状の枝を地表に沿って四方
に広げ、途中の節から根を出して栄養繁殖するのが特
徴で、本州、四国、九州に分布します。葉は腎円形で
表面は暗緑色に白斑と荒い赤褐色の毛を生じ、葉裏は
暗紫色を帯びます。５～７月ころ５０cm程の花茎を
伸ばし、円錐状の集散花序で多数の白い小花をややま
ばらに付けます。開花した小花を降雪状に見立てた下
に葉が見えるため、または雪の下で葉が枯れずに残っ
ているために「雪の下」と呼ばれるようです。かれん
な花と美しい葉が好まれ観賞用で庭園に植えられま
す。かつて各地で水舟（水槽）を用いた頃には、椎葉で
もその周辺や日陰の石垣などに多く見られ、年中採れ
る山菜としてテンプラなどに食されてきました。

（九州大学演習林  椎葉康喜・内海泰弘）

ユキノシタ
26椎葉の生き物

○椎葉村民図書室内の蔵書を、インターネットで検索できます。
　http://www.lib-finder2.net/shiiba

■問い合わせ先　椎葉村教育委員会
　☎0982-67-2850　無料☎767-0081（0082）


